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（医薬品安全
管理責任者）

薬剤部のモットーは「一隅を照らす」です。自らに与えられた責任をしっかり果たし、利他の心で薬剤部全体の組織力強
化に努め、当院の医療を支えています。

１）調剤業務・医薬品管理業務････最新の調剤機器を導入し調剤過誤防止に万全を期すとともに処方監査体制を強化し、安
心で清潔な医薬品供給を行っています。また、医薬品を厳重に管理するとともに安定供給や適正在庫に努めています。

２）化学療法・製剤業務････抗がん剤や高カロリー輸液、治験薬・臨床研究薬、小児用薬剤の無菌調製などにも幅広く関与
し、安心・安全な医薬品供給に努めています。また、治療上必要であるにもかかわらず市販化されていない薬剤を倫理
委員会承認の下で調製しています。

３）医薬品情報業務････患者さんや医療従事者からの問合せに対応するとともに、適正使用情報や安全性情報を発信し、医
療の質向上に努めています。また、採用医薬品の見直しや後発医薬品への切替なども推進しています。

４）薬剤管理指導業務・病棟薬剤業務････入院時の持参薬確認、入院中の服薬説明及び副作用モニタリング、医師への処方
提案、病棟配置薬の確認、退院時の服薬説明などを通じて、薬物治療の適正化に努めています。

５）治療的薬物モニタリング････患者さん一人ひとりに最適な薬物療法を迅速に提供するために、薬剤部内で血液中の薬物
濃度を測定することで、投与量・投与間隔の見直しを含めた薬物療法の個別化に対応しています。

６）チーム医療････感染対策チーム、抗菌薬適正使用支援チーム、栄養サポートチーム、緩和ケアチーム、糖尿病チーム、褥
瘡チーム、免疫チェックポイント阻害薬副作用対策チーム、妊娠と薬外来などに関与し、チーム力向上に努めています。

７）薬薬連携・薬学教育････薬剤師会と緊密な連携の下、患者さんに安心でシームレスな医療が提供できるよう処方せんへ
の検査値印字、トレーシングレポート等を推進しています。また次世代の薬剤師養成にも注力しています。

【主な専門・認定資格】
医療薬学指導薬剤師1名／専門薬剤師2名、がん指導薬剤師1名／専門薬剤師1名、薬物療法専門薬剤師2名、感染制御専門
薬剤師2名／認定薬剤師1名、妊婦・授乳婦薬物療法認定薬剤師1名、栄養サポート専門療法士4名、外来がん治療専門薬剤
師1名／認定薬剤師3名、腎臓病薬物療法認定薬剤師1名、腎臓病療養指導士1名、腎代替療法専門指導士1名、抗菌化学療
法認定薬剤師1名、医療情報技師3名、心不全療養指導士1名、救急認定薬剤師1名、糖尿病療養指導士2名、小児薬物療法
認定薬剤師6名、認定実務実習指導薬剤師11名、糖尿病薬物療法履修薬剤師1名、がん化学療法認定薬剤師1名、公認ス
ポーツファーマシスト1名、術後疼痛管理研修修了者4名、周術期チーム認定薬剤師4名、日本DMAT隊員5名、病院薬学認
定薬剤師31名、他

府立医大　薬剤部　TEL 075‒251‒5865（調剤室）

基本方針：１．医薬品の管理、使用、取扱いに責任を持ち、事故防止に万全を期します
２．患者様の権利を尊重し、良質な情報を適切な方法で提供するよう努めます
３．薬剤師としての誇りと向上心を持ち、自己研鑽に励みます
４．人間関係を大切にし、医療者間の連携を深めます
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